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１．はじめに
　高知県は、四国の南部に位置し、太平洋から四
国山地の尾根までの東西に長い扇形の地形で、11
市17町 6 村で構成されています。「海の国」とし
てのイメージがあると思いますが、南国市から香
南市・香美市土佐山田町南部に至る香長平野と
四万十市周辺でやや広い平野が在るものの、その
ほとんどが海の近くまで山が迫る典型的な山国と
なっています。
　山地率は89％にも及び、全国平均の54％と比べ
てもその険しさがよく分かると思います。最高峰
は三嶺（山頂が高知県単独の場合は手箱山）。

　地質的には大きく三波川帯、御荷鉾帯、秩父累
帯、四万十帯、に分類されます。多くは四万十帯
と呼ばれる堆積岩が多い地域に分類され、特色と
しては、斜面の崩壊や土砂の流出が多く発生し，
土石流による災害が多く生じる地域となっていま
す。三波川帯南部には強剥離性の黒色片岩（千枚
岩）からなる清水構造線があり大規模地すべり地
帯となっています。また、御荷鉾帯は降雨が無く
ても地すべりが発生するクリープ性地すべり地帯
であり、秩父累帯は破砕帯地すべりであり豪雨を
引き金として急峻な崩壊性地すべりが発生するた
め非常に災害の多い危険な地帯です。

高知県における平成２６年発生災害
について

…………………………………高知県防災砂防課防災復旧担当

図− １　高知県管内図
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　また、河川については、一級水系が県西部を流
れる四万十川、石鎚山から土佐湾に南下する仁淀
川、県北部から徳島県へと流れる吉野川、県東部
を流れる物部川と ４ 水系あります。また、 ２ 級水
系が９７水系あり、水量豊富な河川が多くあります。
　水不足に悩まされることはほとんどありません
が、治水は古くからの課題となっており、江戸時
代初期の土佐藩奉行野中兼山による大規模な河川
改修は県下主要河川のほとんどで実施されていま
す。
　高知県沖の太平洋を黒潮が流れており、冬の朝
などは海面から湯気が立っているのが見えます。
気候は温暖多雨で台風の襲来も多く、1951年（昭
和26年）以降の台風上陸数は鹿児島県に次いで 2
番目となっています。太平洋に突き出た足摺岬、
室戸岬は強風で知られています。

２ ．高知県内の公共土木施設災害の発生状況（市
町村を含む）

　平成元年以降に高知県内で発生した公共土木施
設災害の状況は「図− ２ 」のとおりとなっていま
す。特に平成元年から平成１６年頃までは多くの公
共土木施設災害が発生していました。近年は減少
傾向にあり、最近の ５ カ年平均では件数３８０件、

査定決定額約２，６１５百万円となっていましたが、
平成２６年については「台風１２号・１１号及び豪雨」
で大きな被害を受け、件数１，３７０件、査定決定額
１３，９３２百万円と件数で約３．６倍、金額で約５．３倍と
なる災害が発生しました。

３ ．過去の大規模災害
　前述の通り高知県は温暖多雨な気候で、台風の
襲来も毎年のようにある事から、過去には未曾有
の大災害と呼ばれる災害を幾度となく経験をして
きました。代表的な災害を下記のとおりまとめま
した。

〇繁藤災害（Ｓ47. 7 .4  ～ 7 . 6 ）
　湿舌現象により、土佐山田町繁藤では激しい集
中豪雨に見舞われ、平年の 3 カ月分という大量の
雨が一気に降った影響で地盤が緩み、幅170ｍ、
長さ150ｍ、高さ80ｍにわたって大崩壊（土砂約
１０万㎥）を起こし、60名の死者・行方不明者を出
した。

〇昭和５０年台風 ５ 号（Ｓ50. 8 .16～ 8 .18）
　台風 5 号が宿毛市付近に上陸し、幡多地方を中
心に家屋の倒壊、河川の氾濫などで大きな被害が

図− ２　災害査定決定件数・金額の推移

表− １　災害査定決定件数・金額　比較表

出た。その後、台風は四国西岸をかすめ
て伊予灘に向かったが、県中央部では数
時間にわたり激しい雨が降り続いたた
め、仁淀川に流入している下流の各支川
は軒並み大氾濫となった。また、仁淀川
の支流上八川川流域では大規模な山崩
れ、土石流により犠牲者が出た。

〇昭和５１年台風１７号
（Ｓ51. 9 . 8 ～ 9 .13）

　台風17号による断続的な雨で、仁淀川
は大洪水となり、日高村、旧伊野町に浸
水家屋が出た。また、鏡川が 4 カ所で決
壊し、高知市中心部は未曾有の浸水とな
り、高知市長は非常事態宣言を発した。

〇98高知豪雨（Ｈ10. 9 .24～ 9 .25）
　秋雨前線により強雨となった。高知市、
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南国市、旧土佐山田町では 9 月の平均値
の2.5～ 3 倍となる記録的な豪雨となっ
た。このため、高知市など県中部を中心
に土砂災害、浸水被害が多発した。高知
市東部の国分川、舟入川などの河川が氾
濫し高知市東部の平野域がほぼ 2 日間に
わたり水没した。

〇高知西南豪雨（Ｈ13. 9 .5  ～ 9 . 7 ）
　活発化した秋雨前線の活動（湿舌現象）
により、高知県西南部の土佐清水市、大
月町付近のごく狭い範囲内に集中的な豪

には、豊後水道付近に新たな低気圧が発生し、上
空の寒気の影響も加わって大気の状態が非常に不
安定となった。低気圧や前線の動きはほとんど停
滞気味で、県西部の沿岸部を中心に次々と発達し
た雨雲がかかり、気象庁の観測では四万十町窪川
や四万十市中村では1976年の統計開始以降の24 
時間降水量の極値を更新するなど、高知県西部を
中心に大雨となった。

⑵　大雨の状況
・主な １ 時間雨量
　土佐清水市　下ノ加江	 67㎜
　土佐清水市　土佐清水	 65㎜
　四万十市　　中村	 61㎜
・主な２４時間降水量
　三原村　　　三原	 509㎜
　黒潮町　　　佐賀	 502㎜
　土佐清水市　土佐清水	 447㎜
・主な期間総雨量
　三原村　　　三原	 543㎜
　黒潮町　　　佐賀	 538㎜
　四万十町　　窪川	 530㎜

表− ３　平成２６年査定結果一覧表（異常気象別）

表− ２　過去の災害遍歴表

雨が発生した。高知県西南部の各河川（宗呂川、
福良川等）が氾濫し、 ５ 市町村で浸水被害を受け
た。

４ ．平成２６年発生災害について
　平成２６年については、計１３回の異常気象により、
公共土木施設が被災し、計１０回の災害査定を実施
しました。特に「台風１２号・台風１１号及び豪雨」
については被災件数も多かったため、 ６ 回にわた
って査定を実施しました。県と市町村を合わせて、
１，３７０件、査定決定額１３，９３２百万円の採択を受け
ました。詳細は「表− ３ 」のとおりです。
　平成２６年の高知県の主な災害は、「梅雨前線豪
雨（ 6 .4  ～ 6 . 6 ）」及び「台風１２号・１１号及び
豪雨（ 8 .10～ 8 .10）」により発生しました。こ
れらの災害について紹介させていただきます。

・梅雨前線豪雨（ 6 .4  ～ 6 . 6 ）
⑴　気象概況
　 ４ 日朝、九州西岸には動きの遅い低気圧があり、
四国の南海上にのびる前線に沿って南東の暖かく
湿った空気が高知県に流れ込んでいた。 ４ 日夕方
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⑶　被害状況
　ア　住家被害
　　床下浸水 ６７戸　床上浸水 ２６戸　合計 ９４戸
　イ　警戒水位以上を観測した観測所
　　 ５ 水系 ７ 河川 ８ 水位観測所
　ウ　公共土木施設災害
　　河川	 170件	 955,586千円
　　砂防	 10件	 73,281千円
　　道路	 30件	 248,386千円
　　橋梁	 1 件	 38,238千円
　　合計	 211件	 1,315,491千円
　エ　その他

【リエゾンの派遣】
四国地方整備局より、四万十市へ １ 名派遣

（ 6 / 5 ）
【TEC-FORCE の派遣】

四国地方整備局より、黒潮町へ ３ 名（被害
状況調査班 １ 班）を派遣し、被害調査を実
施。（ 6 / 5 ～ 6 / 9 ）

　高知県西部を中心に大雨となり、四万十川水系
を中心とし、河川災が多く発生しました「図− ３
参照」。特に太平洋沿岸の中土佐町・四万十町・
黒潮町・四万十市・土佐清水市の ５ 市町において、
災害件数１８１件（８５．７％）と多くの災害が発生し、
その中でも土佐清水市での被害が大きく、県・市
町村施設を併せた件数が５２件（２４．６％）、査定決
定額が約 ３ 億 ８ 千万円（２８．８％）と、大きな被害

・台風12号・台風11号及び豪雨
（ 8 . 1 ～ 8 .10）

⑴　気象概況
　期間前半（ 8 月 1 日から 8 月 6 日）は、
台風第12号が、 7 月31日から 8 月 1 日に
かけて沖縄・奄美に接近し、その後、台
風第12号は暴風域を伴って北上し、 8 月
3 日15時に黄海で熱帯低気圧に変わっ
た。この台風第12号の周辺の風と高気圧
縁辺の風の影響で、南からの温かく湿っ
た空気の流れ込みが継続したほか、前線
が 8 月 4 日以降、西日本の日本海側から
北日本にかけて停滞した。これらの影響

写真− １　橋梁災害　法寿院橋（黒潮町有井川）

写真− ２　河川災害　幸増川（土佐清水市下ノ加江）

図− ３　位置図（梅雨前線豪雨（ 6 . 4 ～ 6 . 6 ））

を受けました。また、全国放送でも報道されまし
たが、黒潮町では町道の橋梁が落橋する災害も発
生しました。
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で、 8 月 1 日から 8 月 6 日までの総降水量が香美
市香北で1,710㎜、大豊町豊永で1,314㎜を観測、
また、日降水量で見ても、いの町思地で601㎜、
高知市平石で573㎜を観測するなど県中部の山側
を中心に大雨となった。
　期間後半（ 8 月 7 日から 8 月10日）は、台風第
11号が、8 月 7 日に大東島地方に最も接近した後、
比較的遅い速度で北上し、 8 月10日に安芸市付近
に上陸し縦断、近畿地方を通過して、11日09時に
日本海北部で温帯低気圧に変わった。この台風第
11号の周辺の風と高気圧縁辺の風の影響で、南か
らの温かく湿った空気が継続したほか、前線が西
日本の日本海側から北日本にかけて停滞した。こ
れらの影響で、 8 月 7 日から 8 月11日までの総降
水量が馬路村魚梁瀬で1,081㎜、北川村島で1,008
㎜を観測、また、日降水量で見ても、馬路村魚梁
瀬で505㎜、三原村三原で492㎜を観測するなど県
西部全域と県東部の山側を中心に大雨となった。

⑵　大雨の状況
・主な１時間雨量
　高知市	 平石	 112㎜
　東洋町	 大斗	 98㎜
　越知町	 越知	 98㎜
　仁淀川町	 長者	 92㎜
　高知市	 鏡	 80㎜
・主な２４時間降水量
　馬路村	 魚梁瀬	 859㎜
　北川村	 島	 783㎜
　馬路村	 馬路	 719㎜
　高知市	 平石	 681㎜
　香美市	 香北	 678㎜
・主な期間総雨量
　香美市	 香北	 2,077㎜
　仁淀川町	 長者	 1,995㎜
　馬路村	 魚梁瀬	 1,733㎜
　土佐町	 黒丸	 1,621㎜
　北川村	 島	 1,617㎜

⑶　被害状況
　①　住家被害
　　家屋全半壊  6 戸　床下浸水 1,151戸

　　床上浸水  748戸　合計　1,905戸
　②　警戒水位以上を観測した観測所
　　２７水系 ３７河川 ４４水位観測所
　③　公共土木施設災害
　　河川	 657件	 6,563,948千円
　　海岸	 5件	 345,403千円
　　砂防	 6件	 85,301千円
　　下水道	 2件	 6,831千円
　　道路	 384件	4, 248,151千円
　　橋梁	 6件	 133,023千円
　　合計	 1,060件	 11,382,657千円
　④　その他

【災害救助法の適用】
いの町、高知市、大豊町、四万十町

【被災者生活再建支援法の適用】
　いの町

【自衛隊派遣】
四万十町（給水支援35.3t）、佐川町（給水
支援10.5t）

【リエゾンの派遣】
四国地方整備局より、高知県庁、高知市、
香美市、大豊町、須崎市、東洋町、四万十市、
土佐町、本山町、四万十町、黒潮町、大川
村、土佐清水市、宿毛市、大月町、三原村
へ １ ～ ２ 名を派遣。（ 8 / 3 ～ 8 /13）

【TEC-FORCE の派遣】
四国地方整備局より、防災ヘリコプター
による被災状況把握のため、 3 名を派遣

（ 8 / 5 ～ 8 / 6 ）、 4 名を派遣（ 8 / 7 ）、10
名を派遣（ 8 /11）、山腹崩落箇所の監視
体制の支援のため、高知県高知市へ 3 名

（ 8 / 5 ）を派遣、 2 名（ 8 / 6 ）を派遣、
被災状況把握のため、高知県大豊町へ 3 名

（ 8 / 6 ）を派遣。
【国土地理院の対応】

北川村の被災状況把握のため、空中撮影を
実施し、空中写真及び正射画像を関係機関
に提供（ 8 /13）。

　高知県全域が未曾有の豪雨に見舞われ、県内34
市町村のうち33市町村で災害が発生しました「図
− ４ 参照」。特に台風１１号の上陸した安芸市で県・
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市町村施設を併せた件数が８９件（８．４％）、査定決
定額が約１６億 ９ 千万円（１４．９％）と最も大きな被
害を受け、次いで東隣に位置する北川村で件数が

６２件（５．８％）、査定決定額が約１５億 ７ 千万円（１３．８
％）となり、件数では高知市が最も多く９９件（９.３
％）、査定決定額が約 ８ 億 ５ 千万円（７．４％）と大
きな被害を受けました。
　また、災害査定においては、件数が多かった事
から査定の簡素化を目的とし、机上査定の限度額
を３００万円未満から１，０００万円未満に引き上げてい
ただいた結果、対象件数１，０５４件のうち実地査定
件数７６０件（７２％）が３１９件（３０％）と半分以下と
なり、査定行程を大きく短縮する事ができました。

５ ．地すべり災害について
　台風１２号・１１号では期間降水量が２，０００㎜を超
える大雨となった事から、地下水位の上昇等を起
因とした地すべりが県内各所で発生しました。図
− ５ 参照」「平成２６年には１６箇所、被害報告額総

写真− ３　道路災害
県道高知安芸自転車道線（安芸市穴内）

写真− ４　道路災害
県道坂瀬吉野線（本山町坂本）

写真− ５　河川災害
仁淀川（仁淀川町加枝）

写真− ６　河川災害
南の川（越知町南ノ川耕）

図− ４　位置図
（台風 12 号・11 号及び豪雨（ 8 . 1 ～ 8 .10））
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額約４２億円の地すべりと想定される被災を確認し
ており、うち１５箇所が台風１２号・１１号の降雨直後
に確認されました。
　地すべりの多くは県中部で発生し、地質状況を
顕著に表わすように仏像構造線より北の三波川
帯、御荷鉾帯、秩父累帯に集中しました。その中
でも御荷鉾構造線の通る大豊町では町道が ５ 箇所

（災害関連緊急地すべり対策事業で採択となった
ものを含むと計 ７ 箇所）が被災を受けるなどしま
した。
　現在１６箇所のうち ２ 箇所につきましては査定が
完了し、約 ６ 億円の査定決定をいただきました。

公共土木施設の被災情報の収集や、災害復旧、二
次災害の危険性の有無についての助言などに協力
をいただく制度です。防災エキスパートの自宅及
び勤務地近辺等の公共土木施設の被災状況を県に
伝達する活動や公共土木部の支援要請（実際の支
援要請連絡は技術公社が行う）に基づき、公共土
木施設の被災箇所の状況把握や復旧に関して、助
言を行う活動をしていただきます。期待される助
言内容は、例えば、二次災害の危険性の有無、大
局的な調査方法及び段取りのポイント、復旧工法
の指導、事業の所管区分、事業としての成否など
に対する助言などが考えられます。

⑵　災害研修
　本県では、国土交通省四国地方整備局および財
務省四国財務局の方を講師としてお招きし、県・
市町村の災害実務担当者を対象にした研修会を開
催しています。災害復旧事業の基礎的な知識から、
申請時のポイントや留意事項等の実践的な内容に
ついてそれぞれから講義をいただいており、多く
の方が受講し災害査定についての知識を深めてい
ます。
　また、国土交通省防災課および四国財務局との
共通認識を図るべく、災害復旧事業の担当者会を
県内 ５ 会場で開催し、情報提供を行っています。

図− ５　位置図（地すべり）

写真− ７　道路災害
町道浦ノ谷線（大豊町立川下名）

他の箇所につきましても、平成２７年災以
降に査定を受けるべく地すべり土塊の観
測を行っています。

６ ．高知県の取り組みについて
⑴　防災エキスパート制度
　地震災害や風水害によって、大規模な
災害が発生した場合や、局地的ではある
が特定の市町村に激甚な災害が発生し、
市町村、土木事務所がその機能を停止し
てしまうような場合に公共土木施設の整
備・管理・災害復旧等に長年携わり、豊
かな経験と技術的知識を持ち、公共土木
施設の被災状況について一定の技術的判
断をし、行政に助言することができる識
見を持った方々が、ボランティアとして、



平 成 27 年  3  月  1  日 防 災 （23）第 789 号

《各県コーナー》

⑶　市町村職員の研修生制度
　職員数の削減や大量退職、また、技術職員の採
用枠がない市町村も多々あり、災害復旧事業に対
応できる技術職員数が大幅に減少しています。そ
こで平成２６年度より災害復旧事業に関する技術レ
ベルの底上げを目的とし、市町村職員を県の防災
砂防課で受け入れる研修制度を開始しました。平
成２６年度は、いの町から １ 名の職員を受け入れま
した。

７．おわりに
　近年、災害発生件数は減少傾向にありましたが、
本年は台風１２号・１１号等の大災害もあった事から、
１０年ぶりに災害件数が１，０００件の大台を超えまし
た。「台風１２号・１１号及び豪雨」は過去に起きた
大災害と比較しても、期間雨量が2,000㎜を超え
るなど未曾有の大災害であったといえると思いま
す。そんな中で、過去に比べ浸水被害も縮小し、
県民の尊い命がひとりも奪われなかった事は、過
去の大災害を教訓にし、再度災害防止を目的とし

た災害関連事業や、河川改修事業、道路防災事業、
砂防事業、内水対策事業等、防災意識を高く持ち、
取り組んできた結果であると思います。
　地球温暖化の影響もある事から、今後はこのよ
うな大災害に見舞われるケースは増えていくのか
もしれません。また、南海大地震の発生も危惧さ
れております。迅速な災害復旧は勿論のこと、県
民の生命・財産を保全するためにも、今後とも精
力的に治水・津波対策等の防災事業にも取り組ん
でいきたいと思います。
　最後になりましたが、台風１２号・１１号及び豪雨
では一度に１，０６０件という災害が発生したことも
あり、担当職員、測量設計コンサルタント、工事
関係者の皆様方におかれましては、災害対応にお
われ、多大なご苦労があった事と思います。また、
事前打ち合わせから災害査定まで、国土交通省、
財務省の方々におかれましては多岐にわたるご指
導とご支援をいただきました事を、紙面をお借り
しまして厚く御礼申し上げます。




